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公募型プロポーザル方式に関わる手続開始のお知らせ 

 

次のとおり、提案書の提出を求めます。 

 

令和４年１月１１日 

世田谷区 

 

１ 業務の概要 

（１）件名  補助２６号線沿道地区（代沢・北沢）地区計画等策定支援業務委託 

 

（２）目的 

東京都市計画道路幹線街路補助線街路第２６号線（以下、「補助２６号線」という。）

は、品川区東大井一丁目から板橋区氷川町に至る延長約２２.４ｋｍの都市計画道路で

あり、補助２６号線の整備により、「交通の円滑化と安全性の向上」、「地域の防災性の

向上」、「快適な歩行空間と自転車走行空間の創出」などの効果が見込まれている。 

世田谷区内を通る補助２６号線は、「東京における都市計画道路の整備方針（第四次

事業化計画）（平成２８年３月）」（東京都・特別区・２６市・２町）において、優先整

備路線に指定され、東北沢地区及び三宿地区の区間が東京都施行により事業中であり、

両区間に挟まれた世田谷区代沢一丁目から目黒区駒場四丁目を起終点とする延長約９

７５ｍの区間（以下、「補助２６号線（代沢・北沢）」という。）については、令和元年

７月１８日付で都市計画事業の認可がなされた。 

こうしたことから、世田谷区・目黒区の両区では、補助２６号線（代沢・北沢）の

都市計画道路事業を契機に、地元住民等とともに平成３０年度から継続的に「補助２

６号線沿道地区街づくり懇談会」（以下、「街づくり懇談会」という。）を開催してきた。 

本業務は、これまでの街づくり懇談会（令和３年１２月現在、８回開催）における

意見交換等の内容を踏まえつつ、低層住宅地の良好な環境を維持しつつ、調和のとれ

た土地利用のあり方を検討し、地区計画・地区街づくり計画の策定及び用途地域等関

連都市計画の変更に向けた各種支援を行うことを目的とする。 

 

（３）対象範囲（別紙１参照） 

 ・「街づくり懇談会」の開催案内及び「沿道地区街づくりニュース」（以下、「街づく

りニュース」という。）の配布対象者は、補助２６号線（代沢）の都市計画道路計画

線から概ね沿道３０ｍのラインに掛かる敷地の居住者・地区外権利者とする。 

 ・地区計画の策定、用途地域等の関連都市計画の変更対象区域は、原則として補助２６

号線（代沢）の都市計画道路計画線から沿道２０ｍの区域とする。 

 

（４）業務委託の内容 

   業務委託の内容については、プロポーザル後、世田谷区と選定された第一候補者と

の協議により、企画提案の内容を踏まえ、仕様書を作成し、決定する。 

次に示す委託概要は、現在、世田谷区が予定している業務内容であり、住民等の合
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意形成を図りながら業務を円滑に進めていくための業務手法について、プロポーザル

の提案を含めて決定する。 

なお、本業務の履行にあたっては、補助２６号線沿道における一体的な土地利用誘

導を図る観点から、隣接する目黒区駒場四丁目の土地利用等との整合を図ることが必

要であり、別途、目黒区が発注する業務や、東京都との調整が求められている。 

 

＜令和４年度委託概要＞ 

① 地区計画・地区街づくり計画、用途地域等変更の「素案」及び「原案」の作成 

② 沿道街づくり懇談会の開催支援（１回程度） 

③ 地区計画・地区街づくり計画、用途地域等変更の「素案説明会」の開催支援（１回） 

④ 沿道地区街づくりニュース版下原稿作成、印刷、配布（２回程度） 

⑤ 東京都他関係機関との協議資料の作成（適宜） 

 

＜令和５年度委託概要＞ 

① 地区計画・地区街づくり計画、用途地域等変更の「原案説明会」の開催支援（１回） 

② 都市計画法及び条例手続きに係る図書の作成及び印刷 

③ 沿道地区街づくりニュース版下原稿作成、印刷、配布（３回程度） 

④ 東京都他関係機関との協議資料の作成（適宜） 

⑤ 地区計画、地区街づくり計画のパンフレット版下原稿作成 

 

（５）履行期限 

   契約の日から令和６年３月まで（単年度契約） 

   ※委託契約は単年度ごとに行い、前年度の履行内容が良好と認められること、予算 

が区議会で議決され配当されることを条件として翌年度の契約を行う。 

 

（６）成果品 

 成果品の著作権は、世田谷区に帰属するものとする。 

なお、各年度における成果品は、次のようなものを想定している。 

 

＜令和４年度成果品概要＞ 

①  業務報告書：３部（Ａ４判） 

②  その他、区担当課から指示のあった資料 

③  上記成果品の電子データ：一式 

 

＜令和５年度成果品概要＞ 

①  業務報告書：３部（Ａ４判） 

②  パンフレット版下データ、その他、区担当課から指示のあった資料 

 上記成果品の電子データ：一式 
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２ プロポーザルに参加できる者の資格 

参加資格は、次に掲げる要件を全て満たす法人である。 

（１）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項（同条の１１

第１項において準用する場合も含む。）の規定に該当しないこと。また、同条第２項に

よる措置を現に受けていないこと。 

（２）世田谷区の競争入札参加者名簿に登録されていること。営業種目「都市計画・交通

関係調査業務」を有すること。 

（３）世田谷区から入札参加禁止又は指名停止（入札禁止）を受けている期間中でないこ

と。 

（４）法人税、法人事業税、法人都道府県民税、消費税及び地方消費税を滞納していない

こと。 

（５）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条第１項に基づく更正手続き開始

申立てまたは民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条第１項に基づく民事

再生手続開始の申立てをしていないこと。 

（６）平成２８年度以降に、都内区市町又は東京都近郊政令指定都市において、住民参加

（住民懇談会等の開催）を基本とした都市計画法等に基づく地区計画策定業務又は用

途地域変更業務の受託実績があること。 

（７）提出した書類の記載事項に虚偽がないこと。 

（８）個人情報保護に関する社内規定等が整備されていること。 

 

３ 企画提案書等の提出者を選定する基準 

  本件では、企画提案書等の提出者の選定は行わず、世田谷区北沢総合支所街づくり課

において、提出者から提出のあった「参加意思表明書（様式１）」、「企業実績（様式２）」、

「参加条件が確認できる関係書類の写し（一式）」、「様式２に記載した企業実績が確認で

きる契約書の写し（一式）」をもとに、前記２の「参加資格」の確認のみを行う。 

参加資格が確認できた提出者には「プロポーザル招請通知」を送付し、参加資格が確

認できなかった提出者には「確認できなかった」旨を通知する。 

 

４ 企画提案書を特定するための評価基準 

  本件の実施にあたっては、別に定める「補助２６号線沿道地区（代沢・北沢）地区計

画等策定支援業務委託プロポーザル業者選定実施要領」に基づき、「補助２６号線沿道地

区（代沢・北沢）地区計画等策定支援業務委託プロポーザル業者選定委員会」（以下、「委

員会」という。）を設置する。 

審査は、別に定める「補助２６号線沿道地区（代沢・北沢）地区計画等策定支援業務

委託プロポーザル業者選定に係る審査要領」に基づき実施する。 

企画提案書の特定にあたっては、委員会及びその事務局が評価を行うものとする。 

 

（１）第一次審査（書類審査） 

  参加意思表明書及び企画提案書等の提出書類について、次に掲げる審査項目（配点）

により書類審査を行い、評価合計点が上位の三社程度を第二次審査対象者として選定
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する。 

１）企業実績        （ ２０点）（事務局審査） 

２）予定技術者実績     （ ２０点）（事務局審査） 

３）特定テーマに対する提案 （１００点） 

４）業務実施体制      （ ２０点） 

５）資料作成能力      （ ２０点） 

６）工程計画        （ ２０点） 

   第一次審査配点     （２００点） 

※第一次審査の審査項目及び評価の基準は、別表１のとおり。 

 

（２）第二次審査（プレゼンテーション及び質疑審査） 

企画提案書の内容について、配置予定の管理技術者及び担当技術者によるプレゼン

テーション及びヒアリングを実施し、次に掲げる審査項目により審査する。評価に当

たっては管理技術者と担当技術者を総合的に判断する。 

   １）専門性と技術力     （ ２０点） 

   ２）取り組み姿勢      （ ３０点） 

   ３）コミュニケーション力  （ ２０点） 

   ４）住民との合意形成、企画力（ ３０点） 

     第二次審査配点     （１００点） 

※第二次審査の審査項目及び評価の基準は、別表２のとおり。 

 

（３）第一候補者等の選定 

選定委員会が、前記４の評価基準に基づき、第一次審査及び第二次審査の審査結果

を総合的に評価し、評価合計点が第一順位の提案者を委託先の第一候補者として、第

二順位の提案者を委託先の第二候補者として、それぞれ選定する。 

なお、提案者が一社の場合の審査は、第一次審査及び第二次審査の評価合計点が、

全審査委員の配点総計に対して五割以上獲得している場合、委託先の第一候補者とし

て選定する。 

 

５ 手続等 

（１）担当部課 

世田谷区北沢総合支所街づくり課（担当：及川、長岡、岡崎） 

    〒１５５－８６６６ 世田谷区北沢２－８－１８（北沢タウンホール１１階） 

    電 話：０３－５４７８－８０７３ ＦＡＸ：０３－５４７８－８０１９ 

E-mail：SEA02209@mb.city.setagaya.tokyo.jp 

    窓口受付時間（土、日、祝祭日を除く午前９時から午後５時まで） 

 

（２）プロポーザル説明書の配布期間、配布場所及び方法 

１）配布期間：令和４年１月１１日（火）から令和４年１月２６日（水）まで 

２）配布場所及び方法 

mailto:SEA02209@mb.city.setagaya.tokyo.jp
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① 上記（１）にて窓口配布 

② 世田谷区ホームページよりダウンロード 

世田谷区トップページ→目次から探す→住まい・街づくり・交通→街づくり→ 

北沢総合支所管内の街づくりに掲載 

 

（３）参加意思表明書の提出期限、提出方法、提出書類、提出部数、提出先 

１）提出期限：令和４年１月２６日（水）午後５時まで（必着） 

     持参の場合は、土、日、祝祭日を除く午前９時から午後５時まで 

２）提出方法：郵送又は持参 

３）提出書類：① 参加意思表明書（様式１） 

       ② 企業実績（様式２） 

       ③ 参加条件が確認できる関係書類の写し（一式） 

       ④ 様式２に記載した企業実績が確認できる契約書の写し（一式） 

４）提出部数：上記３）①から④を各１部 

５）提 出 先：世田谷区北沢総合支所街づくり課 

  〒１５５－８６６６ 世田谷区北沢２－８－１８（北沢タウンホール１１階） 

   電 話：０３－５４７８－８０７３ ＦＡＸ：０３－５４７８－８０１９ 

 

（４）企画提案書等の提出期限、提出方法、提出先 

１）提出期限：令和４年２月２８日（月）午後５時まで（必着） 

       持参の場合は、土、日、祝祭日を除く午前９時から午後５時まで 

２）提出方法：郵送又は持参 

３）提 出 先：世田谷区北沢総合支所街づくり課（提出場所は、前記（３）５）提出先

のとおり） 

 

６ その他 

（１）手続きにおいて使用する言語及び通貨は、日本語及び日本国通貨に限る。 

（２）契約保証金は、免除である。 

（３）契約書作成の要否は、要である。 

（４）当該業務に直接関連する他の委託契約を当該業務の委託契約の相手先と随意契約に

より締結する予定の有無は、無である。 

（５）審査の結果、評価合計点が第一順位の提案者を委託先の第一候補者として選定した

上で、令和４年度の委託業務内容の詳細及び仕様について協議を行い、区及び第一

候補者双方の合意に基づき契約を締結する。 

   なお、第一候補者と合意に至らなかった場合には、第二候補者と協議を行い、区及

び第二候補者双方の合意に基づき契約を締結する。 

（６）本プロポーザルは、委託先の候補者の選定を目的とし、区は選定された候補者の提

案書の内容に拘束されない。 

（７）区は、この案件に参加する意思を表明した者及び提案書を提出した者の商号・名称、

提案書を特定した理由（審査結果等）を、公表することができるものとする。 
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（８）参加意思表明書、企画提案書等の作成、提出等、本プロポーザルに要する全ての費

用は、提出者の負担とする。 

（９）参加意思表明書、企画提案書等、提出した書類に虚偽の記載をした提案者、若しく

は審査の公平性を損なう行為を行った提案者は、失格とする。 

（10）選定されなかった者の企画提案書等の提出書類は、返却しない。なお、提出された

企画提案書等は、提案者に無断で他の目的以外で使用することはない。また、選定

された者の企画提案書等を公開する場合には、事前に提出者の同意を得るものとす

る。 

（11）企画提案書等の提出後は、原則として企画提案書等に記載された予定技術者の変更

は認めない。ただし、予定技術者の死亡、病休、退職等のやむを得ない理由により

変更を行う場合には、同等以上の経験と実績を有する技術者であることを前提に、

発注者の了承を得なければならない。 

（12）応募にあたり、知り得た情報については、守秘義務を遵守する。 

（13）詳細は、プロポーザル説明書による。 
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対象範囲 

 

 

 

 

 

 

別紙１ 

街づくり懇談会の対象範囲 
沿道３０ｍの範囲（概ね） 

目黒区 

補助２６号線の道路区域 
（概ね） 

沿道２０ｍの範囲 
（概ね） 

世田谷区 

行
政
境
界 
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第一次審査項目及び評価の基準 

審査項目 審査の視点 配点 評価の基準 

１）企業実績 

（２０点） 

（事務局審

査） 

業務実績 

１０ 

住民参加（住民懇談会等の開催）を基本とした都

市計画法等に基づく地区計画策定業務の受託実績

が十分ある 

都内区市及び東京都近郊政令指定都市： 

３件：１０ ２件：６ １件：２ 

１０ 

用途地域変更業務の受託実績がある 

都内区市及び東京都近郊政令指定都市： 

有：１０ なし：０ 

２）予定技術

者実績 

（２０点） 

（事務局審

査） 

管理 

技術者 

（Ａ） 

実務 

実績 
１０ 

都内区市及び東京都近郊政令指定都市の地区計画

策定業務又は用途地域変更業務の実務実績が十分

ある 

３件：１０ ２件：６ １件：２ ０件：０ 

担当 

技術者 

（Ｂ） 

実務 

実績 
１０ 

都内区市及び東京都近郊政令指定都市の地区計画

策定業務又は用途地域変更業務の実務実績が十分

ある 

３件：１０ ２件：６ １件：２ ０件：０ 

３）特定テー

マに対する

提案 

（１００点） 

業務内容の理

解度 

２０ 
業務内容の理解度が高い提案である 

Ａ：２０ Ｂ：１５ Ｃ：１０ Ｄ：５ Ｅ：０ 

２０ 
事業手法等の考え方に魅力がある 

Ａ：２０ Ｂ：１５ Ｃ：１０ Ｄ：５ Ｅ：０ 

的確性 ２０ 

業務目的、特性を適切に把握した提案である（着

眼点、問題点、解決方法等） 

Ａ：２０ Ｂ：１５ Ｃ：１０ Ｄ：５ Ｅ：０ 

実現性 ２０ 
実現性と説得力のある提案である 

Ａ：２０ Ｂ：１５ Ｃ：１０ Ｄ：５ Ｅ：０ 

独創性 ２０ 

課題を解決するための創意工夫がなされている提

案である 

Ａ：２０ Ｂ：１５ Ｃ：１０ Ｄ：５ Ｅ：０ 

４）業務実施 

体制 

（２０点） 

実施体制の妥

当性 
２０ 

動員計画に妥当性があり、業務分担が不明確・不

自然でない 

Ａ：２０ Ｂ：１５ Ｃ：１０ Ｄ：５ Ｅ：０ 

５）資料作成 

能力 

（２０点） 

わかりやすさ

見やすさ 
２０ 

提案内容がわかりやすく、効果的な構成となって

いる 

Ａ：２０ Ｂ：１５ Ｃ：１０ Ｄ：５ Ｅ：０ 

６）工程計画 

（２０点） 

工程計画の妥

当性 
２０ 

各工程で想定される業務量が適切に工程計画に反

映されている 

Ａ：２０ Ｂ：１５ Ｃ：１０ Ｄ：５ Ｅ：０ 

別表１ 
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第二次審査項目及び評価の基準 

審査項目 審査の視点 配点 評価の基準 

プレゼンテー

ション及び質

疑 

（１００点） 

１）専門性と

技術力 
２０ 

企画提案書の内容をよく補完している説明であ

り、実績等から専門技術を十分に発揮できると認

められる 

Ａ：２０ Ｂ：１５ Ｃ：１０ Ｄ：５ Ｅ：０ 

２）取り組み

姿勢 
３０ 

業務に対する熱意、取り組み意欲が強く感じられ

る 

Ａ：３０ Ｂ：２０ Ｃ：１５ Ｄ：１０ Ｅ：

０ 

３）コミュニ

ケーション

力 

２０ 

説明がわかりやすく、質問に対する応答が明快か

つ迅速である 

Ａ：２０ Ｂ：１５ Ｃ：１０ Ｄ：５ Ｅ：０ 

４）住民との

合意形成、企

画力 

２０ 

住民との合意形成に対する理解、姿勢が適切であ

る 

Ａ：２０ Ｂ：１５ Ｃ：１０ Ｄ：５ Ｅ：０ 

１０ 

沿道街づくり懇談会や説明会の運営、企画力を十

分有すると認められる 

Ａ：１０ Ｂ：８ Ｃ：５ Ｄ：３ Ｅ：０ 

 

 

別表２ 


